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耳.下水に於ける8.0.D.と C.O.D. 
1. 緒 言 
海水，河川水，其の他の汚水中には色々な有機物
質が混入してし、る。この水中の有機物質量を測定す 
る方法に一つは水中に於ける生物と有機物との聞に
行われる生物化学反応において表わす方法，即ち
Biochemical Oxygen Demand C略 B.O.D.)試
験と，他の一つは過マシガン酸加里，其の他の酸化
剤を用いて，水中の有機物質を酸化し，その際に消
費する酸素量をもって間接に有機物質量を表わす 
Chemical Oxygen Oemand C略 C.O.D.)試験と
がある。8.0.D.は， Sir Frankland (1870)が， 
C.O.D.は Trommsdro旺(1869)， Tidy (1879) 
等が最初に提唱して以来， 8.0.D.及び C.O.D.
に就いては，数多の研究者によりその検査方法の選
訳，或は改善方法等に関する幾多の報告が発表され
ているが，水中の有機物の種類，反応にあずかる生
物の種類は千差万別，その他影響する因子が複雑で
あるため， 8.0. D.試験を行っても B.O.D.値が 
~動し，一定した結果が得られない場合があり，ま 
た， C.O.D.試験に於いても温度，時間，水素イオ
r等の因子が異る事によってその酸化力が異り，従
って一定の値を示さない場合があると述べてし、る。
今迄は有機l生汚染物質を判断する場合，基準を主
として B.O.D.においていたが，最近下水，尿尿，
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産業廃水が河川水海水，その他に放流される傾向が
多くなって来た現在これが必ずしも妥当とは云い難
くなりつ Lあり，有機性汚染物質を試験するために
B.O.D.が良いか，叉 C.O.D.が良し、かと云う問
題に遭遇する。この両者の選択の適否が問題とな
る。原因は共に水中の有機物質の絶対量を示さない 
と云う事にある。
最近は B.O.D.試験と同時に酸化剤による 'C.O. 
D.試験を併行して両者の相関，或はその比に関す
る研究へ持って行こうとする傾向にあるようであ
る。
上記の観点から著者はこの点に留意し河川水，海
水，下水，原尿等の試料を用い，之等の自浄作用を
観察すると共に B.O.D.試験と C.O.D.試験を併
行し， B.O.D.と C.O.D.との比較及び相関に関
する研究を企画し，従来の報告につき再検討を行つ
たので、主主に報告する。
11. 河川水に於ける B.O.D.と C.O.D.
A.調査方法
調査対象として千葉市内を貫流し出洲海岸に注ぐ 
都川，千葉県山武郡内を貫流し片貝海岸に注ぐ作田
川，及び東京都内を貫流して東京湾に流入する隅田
川の 3河川を選定し，年間 4季に亘り潮汐干満時の
流域差，及び水表面と水底面の差，降雨，時刻的安
__ 
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動等に依る自浄作用を観察し， B.O.D.とC.O.D. 
とが如何なる菱化を示すかを追求し，両者間に相関
あるか否かに就いて調査した。
1. 被検材料，調査期明，及び調査場所 
上記の 3河川水を被検材料とし， 3河川lの潮汐干 
満時に於ける流域調査は，昭和 32年 2月より同年 
12月に至る問で，採酌場所は都川では大和橋，及び
河口附近，作田川では河口から 1km上流地点及び
河口附近，隅田川では国電鉄橋下，及び河口附近の
夫々 2地点を選定し，隔月に干満時に 1回宛採酌し
た。水表面と水底面との調査期間は，昭和 32年 2
月より同年 12月に至る間で，都JIIでは大和橋下，
作田川では河口から 1km上流地点，隅田川では，
国電鉄橋下で隔月に干満時に 1回宛採酌した。降雨
の調査期間は都JII(大和橋下〉では昭和 32年 6月
25日から 6日間，作田JII(河口から 1km上流地 
点〉では同年 10月 23日から 5日間，隅田川〈国電 
鉄橋下〉では同年4月 12日から 6日間，夫々連日 
に亘り調査した。 
時刻的安動に依る調査日及び調査時刻は都川(大 
和橋下〉では昭和 32年 12月 3日午前 10時から同 
日午後 5時まで，作田川では河口から 1km上流地
点で同年 12月 6日午前 10時から同日午後 5時ま
で，隅田川(国電鉄橋下〉で同年 10月 30日午前 10
時から同日午後 4時までの聞に 1時間おきkこ実施し 
た。 
2. 採水条件 . 
採水に当つては Hyr叫 h探水器を用いて，できる
だけ河川水を可及的に試料の均質化を考えて採取し 
3. 試験法
被検材料は直ちに実験室に持ち帰り，衛生検査指
針，産業廃水試験法，下水試験法に準拠した。B.O. 
D.は国立公衆衛生院型B.O. D.測定器を用い， 300 
Cで3日間貯蔵後の値を 200C，5日間の値に換算し
た。稀釈水は Nichols-Therianltの補強稀釈水を
用いた。 
B. 調査成績 
1. 干満時に於ける流域差の場合
調査期間の 3河川iの調査成績は，図 1の通りで各
採酌場所の干満時を通じてのB.O.D.と C.O.D.
との最低値及び最高値を記すると次の通り宅、ある。
都川の大和橋に於いて干潮時に測定したB.O.D.
は 15.3p.p.m. ~31.5p. p.m.で， C.O.D.は 19.4 
p.p.m. ~26.4p.p.m.，満潮時ではB.O.D.は 14.5 
p.p.m.---28.6p.p.m.，C. O. D.は 18.1p.p.m.--23.9 
p.p.m.となっている。河口附近に於ける干潮時の
B.O.D.は 11.3p.p.m.--22.8 p.p.m.，C. O. D.は
11.7p.p.m. --21.2p.p.m.で満潮時ではB.O.D. 
10.4p.p.m.--20.3p.p.m.，C. O. D.は8.7p.p.m.--
20.1p.p.m.はであった。
作田川の河口より 1km上流地点で採水した干潮
時のB.O.D.は7.3p.p.m..-:-11.3p.p.m.，C. O. D. 
は7.7p.p.m.'-"12.1 p.p.m.を示L，満潮時では B.
O.D.は6.7p.p.m.--9.4p.p.m.，C. O. D.は7.3p. 
p.m.--10.9p.p.m.である。河口附近に於ける干潮 
時の・B.O.D.は 6.2 p.p.m.~8.0 p.p.m.，C. O. D. 
は 6.4p.p.m.~8.3 p.p:m.を示し，満潮時には B.O.
D.は4.1p.p.m.--6.7 p.p.m.，C. O. D.は4.1p.p.m.
た。，..，_..6.5p.p.m.となってし、る。
深さは何れも水深の略々 2/3の点とした。 隅田川の国電鉄橋下に於ける干潮時のB.O.D.は
図1. 干潮時に於ける流域別に依る各河川水のB.O.D.とC.O.D.との比較
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図 2. 干潮時に於ける各河川水の水表面と水底面の B.O.D.とC.O.D.との比較
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26.3p.p.m.--42.5 p.p.m.，C. O. D.は 25.2p.p.m.--
34.1p.p.m.で満潮時には B.O.D.は23.0p.p.m.--
33.7p.p.m.，C. O. D.は 23.1p.p.m.--30.0 p.p.m. 
となっている。河口附近に於し、ては干潮時に測定し
たB.O. D.は21.6p.p.m.--32.9 p.p.m.，C. O. D. 
は23.6p.p.m.--28.5 p.p.m.を示したが満潮時では 
B.O.D. は 18~5 p.p.m.--27.4p.p.m.，C. O. D.は 
20.5p.p:m.--25.0 p.p.m.で、あった。 
3河川の潮汐干満時に於ける各採水地点のB.O. 
D.値を見ると，その差は全般的に僅少であるが各 
採水時共に干満時に於ける河口の上流地点よりも 3 
河川の河口附‘近がf~値を示し，各地点に於ける月別
の値は 2，12月に高値を示し， 6，8月と下降し 10月
に再び上昇している。 C.O.-D.値と B.O.D.値と
を対比すると，必ずしも平行はしないが，干満時に
於ける各採水時の各地点の 3河川の C.O.D.はB. 
O.D.と同様に河口附近に於し、て低値を示している
様である。季節的には概ね冬期に多く夏期に少い傾
向である。 
2. 干満時に於ける水表面と水底面の場合 
調査期間中の 3河川の調査成績は図 2の如くであ
る。各、河Jlfこ於ける各採水地点に於いて干満時を通
じての水表面と水底面の B.O.D.とC.O.D.の最 
低値及び最高値は次の如くである。干潮時に採水し
た都川の水表面のB.O. D.は 17.2p.p.m.--29.2 p. 
p.m.，C. O. D.は 18.7p.p.m.--24.1 p.p.m.を示し
水底面で、はB.O.D.は 14.9p.p.m.--27.1 p.p.m.， 
C.O.D.は 15.0p.p.m.--22.8 p.p.m.である。満潮 
時の水表面では B.O.D.は 16.8p.p.m.--23.8 p.p. 
p.p.m.，C. O. D.は 12.2p.p.m.--20.0 p.p.m.を示
している。
作田川の干潮時の水表面のB.O.D.は6.6p.p.m.--
11.9p.p.m.，C. O. D.は7.8p.p.m.--11.0 p.p.m.を
示L，7k底面でのB.O.D.は5.7p.p.m.--10.2 p.p. 
m.，C.O.D.は6.9p.p.m.--9.4p.p.m.を示した。
満潮時に採水した水表面の B.O.D.は5.3p.p.m.--
8.7 p.p.m.，C. O. D.は 5.9p.p.m.--1O.2 p.p.m.を
示し水底面では B:、O.D.は 4.8p.p.m.--6.7 p.p.m. 
C.O.D.は4.1p.p.m.--7.0 p.p.m.を示した。隅田
Jlの干潮時の水表面でB.O.D.は28.6p.p.m. --
40.6p.p.m.，C. O. D.は 28.7p.p.m.--37.5 p.p.m.， 
水底面の B.O.D.は24.4p.p.m.--37.2 p.p.m.，C. 
O.D.は24.3p.p.m.--30.3 p.p.m.であり，満潮時の
水表面で B.O.D.は26.7p.p.m.--37.7 p.p.m.，C. 
O.D.は 24.6p.p.m. --34.1 p.p.m.を示したのに対
し水底面の B.O.D.は 19.1p.p.m.--29.0 p.p.m.を
示L，C.O.D.は 19.8p.p.m.--28.9 p.p.m.を示し
た。総体的に調査期間中の干満時に於ける水表面と
水底面の B.O.D.及び水表面と水底面の C.O.D.
との差は僅少である。干満時の水表面の B.O.D.は
水底面のB.O.D.に比較して高値を示している。
C.O.D.を見ると，干満時に水底面の方が水表面に
比して C.O.D.は低値であった。
3. 降雨時の場合 
3河川の降雨時に於ける B.O.D.及び C.O.D.
の調査成績は図 3に示す通りである。都川の降雨量
(銚子測候所調〉は調査第 1日に降雨なく第2日よ
り第4日まで順日階段状に降雨量が増加しているの 
m.，C.O.D.は13.1p.p.m.--21.0 p.p.m.を示した与に反し，作田川(降雨量，銚子測候所調〉及び隅田
のに対し水底面ではB.O.D.は 10.9p.p.m.--19.6 川く降雨量，気象庁調〕の調査で、は調査第 1日には
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図 3. 降雨時に於ける B.O.D.とC.O.D.の菱化 図 4. 時刻的に於けるB.O.D.とC.O.D.の愛化
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降雨なく調査順日に従い降雨量が減少している。
降雨前日の都川のB.O.D.は20.0p.p.m.降雨第 
1日には 18.7p.p.m.と減少し降雨第 2日には 24.0 
p.p.m.と増L，第 3日は第 2日より多量の降雨があ
ったにも拘らずB.O.D.は減少している。作田川
のB.O.D.は前日に比し降雨第 1日に 11.5p.p.m. 
と増L，第 2日以後はB.O. D.は漸次被少し，隅田
川に於けるB.O.D.は降雨第 1日に 36.9p.p.m.と
増加し，以後は降雨量の減少につれてB.O.D.も
減少している。降雨と河川の C.O. D.との関係は
降雨とB.O. D.との関係と和、々類似している。都 
J1ドでは降雨前 17.9p.p.m.であったのが降雨第 2日
には 34.5p.p.m.に増加し，第 3日には 25.6p.p.m.
と減少し以後漸次滅少した。作田川では降雨第 1日
に 12.7p.p.m.隅田川では 34.8p.p.m.となり以後
両河川共降雨量の減少に従って C.O. D.は減少し 
ている。 
4. 時刻的安動の場合
都川のB.O. D.は 21.7p.p.m. --29.4p.p.m.の
5. 各河川の相関について
上記の各項目別に依って得られた各河川のB.O. 
D.値と C.O.D.値を夫々の両対数表に記入し之等
の相関図を作ってみると，各河川とも推計学的に 1
%の危険率で一定の相関が認められた。そして最小
自乗法により夫々の回帰直線を求めると，都Jl(図 
5)は y= 0.87 x -3.34，作田Jl(図のでは y= 
0.44x 1ー.68，隅田川(図 7)では y= 0.56x -
13.25で示された。 
c. 小括並びに考察
調査成績を綜合してこ Lに考察を加えてみると調
査期背中に於ける 3河川の各採水時の B.O.D.値
とC.O.D.値とは必ずしも平行関係はなかったが，
'季節的にはB.O.D.とC.O.D.は一般に寒冷期に
図	 5. 都川河川水の B.O.D.とC.O.D.の相関 
40 
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)( 
る。作田川の B.O.D.は3.8p.p.m.---7.0p.p.m.の
間で時刻的安化は明らかでなし、。 C.O.D.は 9.6p. 
p.m.---12.6p.p.m.の聞で著明な時刻的安化はない。 10 
隅田Jlの時刻的安動に依るB.O.D.は26.7p.p.m. 
;__33.1 p.p.m.，C. O. D.は 22.4p.p.m.---29.3 p.p.m. 7 
の間でその愛化は著明ではない(図 4)。 10 20 30 40 
× 
問 、 。 ・ ロ ・  
My u
・s -
C.O.D. p.p.m， 
問， C.O.D.は 19.1p.p.m.---32.9 p.p.m.の聞を動 20 
揺し，午前 10時から午後 1時の聞が高く示してい
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図 6. 作田川河川 17J~のB. O.D. と C.O. D.の相関 生存するために水中の物質が酸化還元をうけて安定
した物質になる結果，河口附近が低値をなしている
原因とも考えられる。また，有機性汚染物質の欠如，
干満時による海水の移動，海水に依る稀釈，海水の
× 
回 ・  
u - M Y
10 験を行って鹸水の B.O.D.値は淡水に比較して低
- s 値を示す傾向のあるこ、とを証明している。また，海
水に添加された有機性汚染物質は理想的な条件に於
ける場合に比較して異常に低値のB.O. D.を示す
ことが認められ，これは海水による生物酸化能阻止〉く メ5 
× 現象であろうと報告している。児玉等は旭川，汐入
0
・ 
勺
・ 
有する生物化学的酸化能等によることも低値を示す
一因であるう。田中等は鹸水のB.O. D.につき実
m.p.p.C.O.D. ， 川，及び西J[Iの水質調査の結果，総体的に満潮時の
5 10 15 
図7. 隅田川河川水の B.O.D.とC.O.D.の相関
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高く，温暖期には低い様である。このことは青木が
淀川の水質に関する研究と大体本調査と同様の成績
を示してしる。半谷等は利根川の化学成分の季節愛
動を観察し C.O.D.は寒冷期に高く温暖期に{尽く
かったと述べている。 
3河川!の干満時に於ける各採酌場所の B.O.D.及
び C.O.D.の値は各採水時共にその差は僅少であ
ったが，干満時に測定した B.O.D.とC.O.D.は 
3河川共河口の上流地点にB.O.D.及び C.O.D.
は高く河口附近に於いては低値となり，干潮時に於
ける B.O.D.及び C.O.D.は概して満潮時に於け
るB.O.D.及び C.O.D.よりも梢々上廻った値を
示した。このことは河川水自身の拡散，曝気等によ
る物理的作用により，叉生物化学的酸化，並びに還
元による化浮的作用により，加えて細菌等の生物の 
4;0 
方がB.O.D.及び C.O.D:がf尽くかったと述べ，
田中，武藤等は満潮時よりも干潮時に高いと述べて
し、る。鯉沼等は干満両潮時の B.O.D.の差異につ
いて測定した結果，干満時のB.O. D.は大差がな
いが満潮時に若干高い様だと報告しているが，これ
は満潮時に海水で稀釈されるのでなく河口附近の有
機性汚染物質が停滞するため木研究と差異を生じた
ものと思われる。水表面並びに水底面に於ける B， 
O.D.と C.O.D.とを比較検討してみると，田淵
の研究では B.O.D.とC.O.D.とを測定し深さと
の関係について，表面は深所に比して多く，且つ水
表面のB.O.D.とC.O.D.とは深水のB.O.D.と 
C.O.D.とに比例すると述べている。本成績も干満
時共に水底面は水表面に比してB.O.D.と C.O. 
D.は低値であった。これは有機性汚染物質が浮説
存在するために起ることを示すものであると考え
る。また，田中等が説く如く海水によるB.O.D.生
物酸化阻止現象が存在するためとも考えられる。降
雨と河川のB.O.D.との関係は降雨と C.O.D.と
の関係と稿ペ類似してし、る。即ち降雨量が増加する
に従い， B. O. D.とC.O.D.は高くなる。これは
或る一定度以上の降雨になると有機性汚染物質が雨
水に混じ河川に流入されることに依るものと思わ
れ，降雨量が減少するに従いB.O. D.と C.O.D.
は減少する様である。これは河川水の稀釈が起因す
るものと思われる。本調査から少量の降雨は河川水
の有機性汚染物質に対して稀釈的に作用し，中量の
降雨は河川水の有機性汚染物質を増大するため B. 
O.D.及び C.O.D.は高くなり，連司的降雨は河川
水の有機性汚染物質を減少せしめるため B.O.D.
と C.O.D.は低値を示すものと思われる。これに
ついては松本，村瀬等の報告と一致した。時刻的安
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動をみるにB.O.D.及び C.O.D.からみて，割合
に平行関係を維持した点は，両者の聞にある程度性 
質の類似する有機性汚染物質が、河川中に含まれてい
たものと思われる。
各河川の相関図を作成Lて見ると，何れも危険率
1%で推計学的に一定の相関が認められ，最小自乗 
法により回帰直線を求めると都JIでは y= 0.87 x 
-3.34，作田川では y= 0.44 x -1.68，隅田川では
y =0.56 x-13.25で示された。このことは過マン
ガン酸加里を用いる化学的酸化に依る値と， B. O. 
D.値の間にも水中の有機物質の性質が類似してい
る場合には相関が得られると考える。 
111. 海水に於ける B.O.D.とC.O.D. 
A. 調査方法
年間4季に亘り，都川河口附近の出掛l海岸沿岸海 
水，作田JI卜河口附・近の九十九里沿岸海水，及び隅田
川河口附近の東京湾沿岸海水に就いて，その自浄作 
用を追求すると共に両者聞の相関を調査した。
1. 調査期間及び被検材料 
昭和 32年 1月より同年 11月に至る期間で，上記
の海水を被検材料として隔月に，上，中及び下旬に 
潮汐干満時に 1回宛採酌した。 
2. 採水条件 
採水に当つては Hyroth採水器を用い，試料の
均質化を考えて可及的に海水を採取した。
3. 試験法
衛生検査指針，下水試験法及び‘産業廃水試験法に
従ぃ，採取した試料に就いては直ちに実験室に持ち
帰り実験を行った。 
B. 調査成績
各海水に於ける調査期間中の調査成績は図 8に示 
しである通りである。各採水時を通じて採取した調 
査期間中の干満時に於ける B.O.D.及び C.O.D.
の最低値と最高値は，出洲海岸に於いて干潮時に測 
定した B.O.D.は 8.1p.p.m.--15.6 p.p.m.，C. O. 
D.は 8.0p.p.m.--14.2 p.p.m.で，満潮時ではB.O. 
D.は7.8p.p.m.--14.8 p.p.m.，C. O. D.は 7.4p.p. 
m.--13.5 p.p.m.となっている。九十九里沿岸海水 
に於ける干潮時のB.O.D.は 2.0p.p.m.--4.6 p.p. 
m.，C.O.D.は 2.1p.p.m.--5.4p.p.m.を示し，満
潮時では B.O.D.は1.5 p.p.m.~4.4 p.p.m.，C. O. 
D.は1.7p.p.m.--4.1 p.p.m.であった。東京湾沿岸
に於いて採水した干潮時の B.O.p.は 11.7p.p.m. 
--19.6 p.p.m.，C. O. D.は 10.6p.p.m.--19.0 p.p.m. 
を示したのに対し，満潮時ではB.O.D.は 9.8p.p.
m.--18.6 p.p.m.，C. O. D.は 10.1p.p.m.--16.3 p.p. 
m.となっている。即ち各海水のB:O.D.とC.O. 
D.とは総体的に見て干潮時よりも満潮時に低値を
示したがその差は僅差である。各海水に依って得ら
図8. 干潮時に於ける各海水のB.O.D.とC.O.D.の安化
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図 11. 
1 
川県下の主要海水沿場水質を調査した結果，常に膨
大な循環と稀釈が行われているためか満潮時に B. 
O.D.とC.O.D.は低下していると述べている。ま
た，児玉等も同じく海水浴場の衛生調査成績から一
般に満潮時は干潮時のB.O. D.及び C.O.D.より
5 
〉く 
C.O.D.'p.p.m. 
国 ・  
0
・ ロ ・ 匂 ・  
MM
・B -
30 
20 
10 
し、る結果，相関が成立したものと考える。
IV. 下水に於けるB.O. D.と c.O. D. 
A. 実験方法
千葉市登戸町の千葉海岸に流入する寸前の下水の
試料について，室内に放置しそのま与の試料の場合
と， 2倍稀釈した場合に於ける B.O.D.とC.O.D.
との進展状況を観察し，併せて B.O.D.とC.O.D.
10 20 30 
図 9. 出洲海岸海水の B.O.D.とC.O.D.の相関
20 
10 
7 
図 10. 九十九里海岸海水の B.O.D.と 
C:O.D.の相関 
10 20 
線を求めると出昔、I十海岸海水は y =0.83 x -4.52，九
十九里海岸海水は y= 0.52 x -0.61となり，東京
湾沿岸海水で、は y= 0.57 xー 7.53で示された。 
c. 小括並びに者察
調査成績から各海水に於ける干満時の B.O.D.
と C.O.D. とを比較検討して，こ~ vこ考察を加え
ると，干潮時の B.O.D.とC.O.D.は概して満潮
時に於けるB.O.D.とC.O.D.よりも僅少の差で
高値を示してし、る。これは干潮時に極めて海水水量
が減少している。然も斯る条件下に有機性汚染物質
は増加し，満潮時の如く海水水量が著しく増量する
条件下に有機性汚染物質は減少している。このこと
が B.O.D.とC.O.D.は満潮時に低値を示し，干
潮時に高値を示したものと考えられ，叉満潮時の海
水量による稀釈作用も B.O.D.とC.O.D.が満潮
時に減少する一因であろう。武藤，宇田川等は神奈
も低値である様だと報告している。次に各海水に於
ける相関については調査成績の項で述べた如く，何
れも危険率 1%で推計学的に有意な相関が成立して
し、る。各海水の回帰直線は出洲海岸の海水で、は y= 
0.82x -4.52，九十九里海岸の海水は y= 0.52x -
0.61，東京湾沿岸の海水は y=0.57 xー 7.53であ
った。本調査から各海水共，危険率 1%で推計学的
に一定の相関が得られたと云うことは B.O.D.値
と C.O.D.値との聞に有機物質の性質が類似して
8 
れた B.O.D.値と C.O.D.値を夫々両対数表に記
入し相関図を作製して見ると，出洲海水の場合は図 
9の如く，九十九里海水の場合は図 10の如く，東
京湾海水の場合は図.11の如く， 3者とも危険率 1%
で推計学的に相関が成立した。そして夫々の回帰直 
の相関，及び稀釈の影響等について検討した。 
1. 被検材料
試料採水の場所は，登戸町の下水溝で千葉海岸に
流入する寸前の場所を選定し，調査期間中，同一場
所で採取し，直ちに実験室に持ち帰り試験した。各
回の試耕採水時刻は，午前9時~午前 10時の間に
一定して行った。試料の保存は容量約 10 L共栓硝
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子瓶に入れ，室温に放置した場合，そのま与の下水 験法は下水試験法，衛生検査指針，産業廃水試験法
と，同一試料を Nichols-Theriaultの補強稀釈水 に準拠した。
で2倍稀釈した試料に就いて B.O.D.と C.O.D. B. 実験成績
の相闘がどの様に影響するかを調べるため 1日; 2 下水そのま Lの試料と， 2倍稀釈した試料の日々
日， 5日， 7日， 9日， 11日と経過日数に従って測定 の進展状況を一括した実験成績は表 1--2，及び図 12
した。 --13に示してある通りである。第 1問実験時の気温
2. 実験期間 は 17.40C____19.60C，水温は 16.00C----17.40C，第 2回実
第 1回実験は昭和 33年 4月 28日より 5月 8日迄 験時の気温は 19.00C____21.20C，水温は 17.00C____19.10
の 11日間，第 2回実験は 5月 12日より同月 22日迄 C，第 3問実験時の気温は 21.00C--23.30C，水温は
の 11日間，第 3回実験は 5月 27日より 6月4日迄 18.70C____21.10C，第4回実験時の気温は 23.00C__ 
の9日間，第4回実験は 6月7日より同月 15日迄の 24.60C，水温は 19.20C____22.90Cとなっていた。
9日間の実験期首であった。 下水そのま Lの試料に於ける B.O.D.の第 1回
3. 実験項目及び試験法 及び第 3回実験に於いては 2日目の B.O. D.は第 
実験項目は気温，水温， B. O. D.，C. O. D.等で試 1日目に較べてその減少は少なかったが，第 2回及
表1. 下水そのま与のものを室温に放置した場合の B.O.D.とC.O.D.の実験成績

第 1回実験 (28/4--8/5) 

経過日数巾 co温|水 J153Z|日ιlRUl約三%1 B/C 
hFD
1 4
ワ 
18.3 16.2 66.3 31.5 2.28 
17.5 16.0 60.2 26.7 9.2 15.2 2.10 
門 inU
19.6 
17.4 
17.2 
16.0 
18.9 
32.1 
21.5 
22.4 
71.4 
51.5 
31.7 
28.8 
0.87 
1.43 
司 1τ t a  18.7 17.4 9.5 15.1 85.6 52.0 0.63 
第 2回実験(12/5 --22/5) 
経過日数|気 c。温同JlE日訂753・2〉躍すJ豆玄[哀う;三%I B/C 
18.2 17.1 44.2 25.0 33.3 20.6 1.76 
唱 
可 ， ・  
噌
iqLPhd
21.2 18.1 64.2 24.6 34.2 33.6 2.30 
19.0 17.2 48.5 23.7 43.2 36.1 2.04 
19.8 18.1 ' 25.9 21.1 69.7 43.1 1.22 
nVTi
21.3 18.7 8.5 16.3 90.0 56.0 0.56 
E ム  20.5 19.1 7.5 13.8 91.2 62.8 0.52 
表 2. 下水そのま与のものと 2倍稀釈したものを室温に放置した場合の
 
‘B.O. D.とC.O.D.の実験成績

第 3回実験 (27/5--4/6) 

|原 液 2 倍稀釈
I~v=r ，v=1 ，..，-"，.. 1 "，-"，.... IB.O.D.IC.O.D.I 1...，-"，.. 1，"，-，，.. IB.O.D.I慨|ミ判事13.-fZ:〉|(;:2:〉|減門家率lB/C13判(出:将司中IBjC 
19.5 17.0 85.5 37.1 2.69 
1 
2 
5 
7 
9 
22.8 18.7 72.1 
21.0 20.0 61.1 
21.4 18.4 29.7 
23.3 21.1 12.7 
21.5 19.2 5.6 
27.6 
18.5 
14.9 
12.9 
11.6 
16.0 
59.2 
82.5 
91.6 
3.30 41.8 16.3 
32.9 2.64 13.7 9.9 
，46.0 2.01 -10.3 6.8 
53.2 1.06 5.2 6.8 
57.9 0.58 3.5 6.1 
61.2 
67.0 
88.0 
92.3 
一 
39.2 
58.2 
58.2 
63.1 
2.25 
1.38 
1.51 
0.73 
0.47 
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第 4回実験 (7/6 ~ 15/6) 
|原液 倍稀釈|2
1"">.'-" T">. ハハT">I/--， v=! • Y=1 1"">"";' T"> i "... T"> IB.O.D.! C.O.D.I 1 1B.O.D.I C.O.D.I 経過|気瓶i水温lB.n I .D.i 11 
日数[coicgu [(;:;.~;:)1 減71 B/C 1(;:;.~:)I 減F| 心ゐ|心1 削減F1減FiB/C 
7.5p.p.m.となり第 3回及び第4回実験では 9日目
p.p.ロ1. に 5.6p.p.m.及び 9.8p.p.m.となっている。 C.O. 口原液 羽 
p Pm} 
日 C.O.D.
80 
D.に就し、て見ると，総体的に 4者とも階段状の下
(第1回実験) ， (第2回実験) 降が見られ，第 1回及び第 2回実験では第 1日目に 70 
31.5p.p.m.及び 37.1p.p.m.であったものが 11日
印 6Oi. 目には 15.1p.p.m.及び 13.8p.p.m.となり，第 3回
50 50 及び第4回実験に於いては第 1日目に 27.6p.p.m.
40 40 及び 31.8p.p.m.を示したが， 9日目の最終日には 
30 30 11.6 p.p.m.及び 14.3p.p.m.とイ底値を示している。 
20 
凸 U
20 
10 
7 9 
2倍稀釈した場合の B.O.D.は，採水当日即ち第 
引 
「J
刊日封lll
」
斗1141149 1日の原水に於ける8.O. D.値に比して 2者とも 
2倍稀釈試料は約 1/2の値であり ，2日後にはその差ZAuワ唱 V D ヴ， U 
1 1 23.61 19.21 80.7 31.8 
2 1 23.0 1 21.3 1 53.6 27.1 
'5 1 22.41 20.81' 35.2 24.4 
7 1 24.6 1 22.9 1 24.8 20.2 
9 1 23.41 20.8 1 9.8 14.3 
図 12. 下水そのま Lのものを室温に放置した
場合の B.O.D.とC.O.D.との比較 
一 
33.5 
56.3 
69.2 
87.8 
14.7 
23.2 
36.4 
55.0 
48.92.54 15.9 
1.91 24.2 12.8 
1.88 19.1 10.0 
1.24 7.2 8.4 
0.68 4.2 6.7 
1回及び第 2回実験の 11百目には 9.5p.p.m.及び 
一
50.5 
60.9 
85.2 
91.4 
一 
19.4 
37.1 
47.1 
59.8 
3.07 
1.61 
1.44 
0.85 
0.62 
経過日数 経過日数
図 13. 下水そのま与のものと， 2倍稀釈
したものを室温に放置した場合の 
8.0.D.とC.O.D.との比較
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経過日数 経過日数
び第4回実験時には第 1日目の8.O. D. と比較す
るとき，第 2日目の B.O.D.は第 2回実験で 64.2 
p.p.m.，第4回実験では 53.6p.p.m.となり， 5日目
以後は4者とも直線状乃至階段状にその量を減じ第 
が大となりその後5日， 7日， 9日と漸次その差は縮
まっている。
一方 C.O.D.についてみると，その差は最初か
ら最終観察日迄，概ね一定の間隔を以て減少した。
下水そのま Lの試料の第 1回実験及び第 2回実験で
は9日以後，第3回及び第4回実験に於いては下水
そのま L及び 2倍稀釈した場合でも 9日目に C.O. 
D.値は8.0.D.値よりも稿々上廻った値を示して
いる。8.0. D.減少率は第 1回実験では 9.2%，33.3 
%， 51.5%， 71.4%，85.6%となり第 2回実験では 
34.2%，43.2%，69.7%，90.0%，91.2%で，第 3回実
験では未稀釈のものでは 16.0%， 59.2%， 82.5%， 
91.6%となり 2倍稀釈のものでは 61.2%， 67.0%， 
88.0%，92.3%で，第4回実験では未稀釈のもので
は33.5%，56.3%，69.2%，87.8%であるのに対し 2
倍稀釈では 50.5%，60.9%，85.2%，91.4%となって
いる。 C.O. D.減少率は第 1回実験では 15.2%， 
20.6%，28.8%，31.7%，52.0%となり第 2回実験に
於いては 33.6%，36.1%，43.1%，56.0%，62.8%と
なり第 3回実験の未稀釈では 32.9%， 46.0%， 53.2 
%， 57.9%で 2倍稀釈では 39.2%，58.2%，58.2%， 
63.1%を示し，第4回実験の末稀釈では 14.7%，23.2 
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%， 36.4%， 55.0%となり， 2倍稀釈では 19.4%， 32.1 
%， 47.1%，59.8%となっている。即ち8.O. D.及
び C.O.D.の減少率は実験経過日数に従って大と
なっている。 2倍稀釈した試料は原水よりも更に大
となっている。 B/C =rの値は第 1回実験では 2.28， 
2.10，1.76，1.43，0.87，0.63となり，第 2回実験では 
2.69，2.30，2.04，1.22，0.56，0.52となり，第 3回実験
では原液の場合では 3.30，2.64，2.01，1.06，0.58で2
図 14. 第 1回，第 2回，第 3回，第4回実験時に
於ける下水そのま与のものを室温に放置
した場合の8.O. D.とC.O.D.の相関
/90 80 
X 
70. 
・60 
50 

40 

倍稀釈の時は 2.25，1.38，1.51.0.73，0.47となり，第 
4回実験の未稀釈に於いては 2.54，1.91，1.88，1.24， 
0.68となり， 2倍稀釈で、は 3.07，1.61，1.44，0.85，0.62 
となっている。即ち B/C= rの値は未稀釈及び 2
倍稀釈ともその試料は実験経過日数に従って漸次小
さくなり，特に稀釈した場合には更に小となってい
る。下水そのま与のものと， 2倍稀釈した場合の相
関を求めると下水そのま与の場合には最小自乗法に
より y= 3.27 x-31.68，2倍稀釈の場合には最小
自乗法により y= 2.65 x-11.83の回帰直線を求め
ることが出来た。即ち推計学的に 1%の危険率で一
定の相関が成立した(図 14---15)。 
C. 小括並びに者察
本実験成績から B.O.D.とC.O.D.との関係を
考察すると8.0.D.とC.O.D.は実験日数に従っ
て未稀釈，.2倍稀釈とも漸次減少し， 下水そのま与
の場合には B.O.D.は7日乃至 9日で， 2倍稀釈し国 ・  
30 た試料は 2日乃至 5日自に B.O.D.の限度 20.0p. 
p.m.を下廻り生物化学的に安定になったことを明
0
・ ロ  
-HYHU
20 l( らかにしている。下水そのま与の実験及び倍2稀釈・5
・ 
10 
x x
式メ 
実験では 9日目には夫々 B.O.D.値よりも C.O. 
D.値が梢々上廻ったことは一方は化学的，他方は生
物化浮的方法であるとは云え，同一下水の有機物質
を測定する方法であるにも拘らず，斯様に相反する
)( 
C.O.D. .p.p.m. 
4 
87654 
i
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図15. 第 3回，第4回実験時に於ける下水そのま L
のものと， 2倍稀釈したものを室温に放置し
た場合の8.0.D.とC.O.D.の相関 
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結果がでることには疑問を感ずる。これはあるいは
反応条件の相異に依るものであるうか。8.0.D.と 
C.O.D.との数値間の関係について柴田は8.0.D.
が生物化学的作用であるに対し C.O.D.は純化学
的であるため両試験法聞の数値の比を出そうと努力
するのは無理で概して家庭下水の場合，従って普通
の都市下水の場合は寧るその反対の方が後者のそれ
よりも高<，工場廃水の場合は寧ろその反対の比で、
あることが寝々あり，これは工場廃水に無機質から
なる被酸化物が多く加うるに， B.O.D.試験に必須
な微生物及び培養素を欠く故であると指摘してい
る。萩原は芝浦下水及び三、河島下水の B.O.D.と 
C.O.D.との相関について調査し夫々8.O. D. = 
0.497 c. O. D.1.50及び B.O. D. =1.04 c. O. D.1.30な
る相関式を求めたと報告し B/C =rの値が汚染度
が低くなるに従い小さくなってゆくと述べてし、る。
著者も B.O.D.とC.O.D.との数値聞の比につい
て実験成績から試料をそのま L放置して置くと日数
の経過と共に BjC= rの値が段々小さくなり，特
に2倍稀釈したものは未稀釈よりも更に小となって
いる。この点萩原の実験と比較すると類似してい 
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る。また，未稀釈及び 2倍稀釈の B.O.D.とC.O.	 D.とC.O.D.が如何様に2霊化するものであるか， 
D.の減少率は日数の経過と共に漸次大となり，未稀 加えて両者-聞の相関につし、て実験した。
釈試料に比して 2倍稀釈試料の方が更に大となって 1. 被検材料として用いた生尿尿及び脱離液は昭
いる。このことは生物化学的反応が促進されている 和 33年 3月 8日から同年 7月 3日迄，東京都砂町
ことによるものと息われる。相関については危険率 尿尿処理場から随時採取したもので，夫々の同一試 
1%で推計学的に一定の相関が認められ，そして最 料について 2~50 倍に亘って色々と異なった稀釈試
小自乗法により回帰直線を求めると下水そのま Lの 料を作り，夫々に就いて 7回に豆り稀釈倍数に依つ
場合には y= 3.27 xー 31.68， 2倍稀釈の場合には て得られた B.O.D.とC.O.D.の相関を求めた。 
y=2.65玄ー 11.83で示された。相関図について見 また，温度条件を異にした実験の試料は同じく東京
ると，下水そのま三の B.O.D.とC.O.D.の値は 都砂町尿尿処理場の汲取尿尿を実験室で脱脂綿，そ
求められた回帰直線に沿って減少しているが， 2倍 の他の異物を金網でj慮過除去した試料を容量 1Lの
稀釈した下水の場合にはB.O.D.とC.O.D.の値 硝子円筒 2箇に夫々 1L採取し，瞬卵器内に放置直
は困層直線に更に急に近づこうとする傾向にある様 前のもの，即ち室温に約 6時間静置した試料と 300
である。相関が成立したことは B.O.D.と C.O. C及び 370Cの瞬卵器内に放置し， 5日目毎に脱離 
D.との間にある程度，性質の類似する有機物質が下	 液そのま与のものと，その度に 2倍， 5倍， 10倍の
水中に含まれている結果と思われる。	 薪却そ試料を作成し， ~博卵器内放置前のものと，放置 
後の試料の B.O.D.とC.O.D.を測定し且つ，温v. 展原に於ける B.O.D.とC.O.D. 
度条件による稀釈の影響を比較し，その相関を求め
A. 実験方法 た。実験期間は昭和 33年 6月 20日より同年 7月19
本検査の目的は生尿尿及び脱離液を稀釈すること 日迄の約 1カ月間である。 
に依り B.O.D.とC.O.D.の相関がどの様に影響 2. 測定方法下水試験法に準拠した。 
するか，更に温度条件を異にした同一試料の脱離液 B. 実験成績
について稀釈した場合，日時の経過に従って B.O骨 個々の生尿尿，脱離液の稀釈倍数を異にした実験
表 3. 稀釈度を異にした個々の生尿尿の B.O.D.とC.O.D.の実験成績
I倍稀釈I15倍稀釈 	I2液 |原 倍稀釈 |5 20倍稀釈 I50倍稀釈
検査 [(~'?E -1~'?E・ 1BO D-lc.0 D-i B O D・i ..D・ ・ I(~'?E'JE'.?E;CO 1B.0D-|COD-|BO D-iC.O.D月日 l(p.p.m.r(p.p.m.):(p.p.m.)I(p.p.m.)I(p.p.m.Mp.p.m.)I(p.p.m.)I(p.p.m.)!(p.p.m.):(p.p.m.)'(p.p.m.)!(p.p.m.) 
8/3 
25/3 
10/4 
20/4 
17/5 
20/6 
3/7 
13640 
12840 
12280 
12085 
11724 
12908 
11319 
4456 
3530 
3968 
3573 
3839 
3728 
4121 
6434 
5638 
1834 
2030 
一 
2531 
2203 
一
705 
781 
一 
一 
820 
714 
298 
274 
216 
624 136 
598 158 
574 126 
546 161 
一
一
242 69 
237 55 
215 59 
211 51 
204 57 
一 
一
表 4. 稀釈度を異にした個々の脱離液のB.O. D.とC.O.D.の実験成績
|原 液 I2 倍稀釈 I5 倍稀釈 15倍稀釈 20倍稀釈 50倍稀釈I I I
検査 Ir~'?E;lf~'?E;[f~'.?E;I/~'?Ei\/~'.?E ・ ・ |C.O.D-|B O.D-|C.0 D・ 1/~'9:l?・ I/~'.?E~月日j(p.p.m.);(p.p.m)1 .p.m.)[(p.p.m.):(p.12_.m.j!(p.p.m.)I(p.p.m.)!(p.p.m.);(p.p.m.)[(p.p.m.j仰 m.)I(p.p.m.)!I:e_ t~'?Eil/~'.?E
8/3 1 37281 1180 
25/3 I 3950 I 1035 
10/4 I 2714 1 1603 
20/4 I 2340 1 1281 
17/5 1 3220 1 1786 
20/6 1 2635 1 1388 1 1297 1 673 507 257 156 
176 
187 
128 
97 
131 
49 
43 
76 
66 
48 
68 
75 
48 
39 
57 
19 
17 
26 
23 
46 
530 279 163 783/7 1 2753 I 1496 I 1356 I 728 
• • 
•• 
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図 16. 稀釈度を異にした場合の個々の生し尿
の時は 75 p.p.m.~39p.p.m.となり，個々の未稀釈
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図 17. 稀釈度を異にしえ場合の個々の脱離液
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o
成績は表 3---4，図 16--17に示す通りである。実験
期間中の生尿尿の B.O.D.は未稀釈の場合は 11724 
のも ののののの もも色も〉たたたたたましししししの釈釈釈釈釈そ稀稀稀稀稀液倍倍倍倍倍原
25
日初回 o 
o-
p.p.m.--13640p.p.m.，2倍稀釈の時は 5638p.p.m. 
---6434 p.p.m:，5 f音稀釈では 2203:p・p.m.--2531p. 
p.m. ， 15f古稀釈で7ltf宇手2・~820p.p.m.，20倍稀
釈は 632p.p.m.---546 p.p.m.，50倍稀釈で 242p.p. 
m.~204p.p.m.となっている。之に対して未稀
釈の C.O.D.は 3530p.p.m. --4456 p.p.m.，2倍 
稀釈で 1834p.p.m. ~ 2030 p.p.m.，5倍稀釈で 781 
戸 。  
a
p.p.m.~705 p.p.m.，15倍稀釈で、 274p.p.m. ~298 
p.p.m.，20倍稀釈で 216p.p.m.---126 p.p.m.，50倍
稀釈では 69p.p.m.--51 p.p.m.となっている。調査 A 
期間中の個々の脱離液のB.O. D.は未稀釈では 
3728 p.p.m.--2340 p.p.m.，2倍新I釈では 1297p.p. 
m.--1356 p.p.m.，5倍稀釈の時は 530p.p.m."，-， S07 C.O.D. p.p.m. 
p.p.m.，15f音稀釈の時は 163p.p.m.--156 p.p.m.， 100 700 1000 2000 
20倍稀釈の時は 187p.p.m.~97p.p.m.，i 50倍稀釈
。
 
の B.O.D.とC.O.D.の菱化
p.p.m. 
14脱却 
原液 
19α)() 
12償却ー  
11ぽxn 
10祇均
亡コ B.O.D. 
[;TII C.O.D. 
制)()()-I 
8従ゆ 
21~f 
7000 稀釈 
6似)() 
50ω 
の C.O.D.は1786p.p.m.--1035 p.p.m.，2倍稀釈
では 728p.p.m.--673 p.p.m.，5倍稀釈では 279p.p. 
m.--257 p.p.m.，15倍稀釈では 78p.p.m.~72p.p. 
m.，20倍稀釈では 84p.p.m.---43 p.p.m.，50倍稀釈
では 46p.p.m.--17 p.p.m.となっている。即ち個々
の生尿尿及び、個々の脱離液のB.O. D.とC.O.D.
とは稀釈倍数に比例して稀釈度より稲々下廻った値
で、漸次低値を示している。両対数表の横軸に C.O.
図 18. 個々の生探尿の B.O.D.とC.O.D.の相関
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表 5. 脱持fe液を 300C卿卵器内に放置した場合の B.O.D.と C.O.D.の実験成績 
__I_~ 1m一一←ー ーだ 一一 -7--jf 不 可 --J1! ?一一:tR ~I___~~___ ___i_f!__.~予 ~一l
問問 
3680 2.39 37527745 1801 一 2.14 1531 711 一 一 2.11 764 338 一 一 2.08 
1421 53.7 21. 6 1. 42 678 547 55.7 23.0 1. 40 329 232 56.9 31. 0 1. 25 
1149 62.6 32.6 1. 21 495 479 73.0 36.1 1. 19 206 172 75.2 49.1 1. 12 
645 76.7 61. 9 1. 19 301 198 79.1 64.1 1. 09 169 129 80.4 72.1 1. 08 
512 85.3 71. 5 1. 03 225 160 85.4 72.7 1. 02 102 93 86.6 77.4 0.74 
471 87.7 73.5 0.94 135 143 90.4 77.1 0.89 74 78 91. 1 79.1 0.63 
430 92.6 76.1 0.73 82 92 93.8 81. 4 0.62 47 63 94.1 87.0 0.61 
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2699 1. 40 13642928 26.6 
1491 59.4 1. 24 8971856 
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70.0 0.94 42211021045 
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表 6. 脱離液を 370C瞬卵器内に放置した場合の B.O.D.と C.O.D.の実験成績 Tl' 
i原 液 I 2 倍稀釈 I 5 倍稀釈 10 倍稀釈諜 
10 Ii n 10 1B. O.D.I C.O.D.I 10Ii T¥ 10Ii n IB. O.D.I C.O.D.I 10Ii n 10Ii n I B.O.D.I C.O.D.I D 10 n 1B.O.D.I C.O.D.I 1{"¥ n Ii 
鵠lt出jl(;-32j|減家率|滅支F率|M|t3t.:忠. 
1 7745 一 一 2.39 3752 1801 一 2.14 1531 711 一 2.11 764 338 一， 
5 2832 2690 63.5 26.6 1. 42 1398 1336 63.9 27.3 1. 24 546 497 64.5 32.3 1. 21 263 239 66.0 35.0 
10 2416 2223 68.7 31. 4 1. 13 1188 1074 69.9 41. 5 1. 10 453 417 71. 1 43.3 1. 09 221 192 71. 4 47.8 
15 1352 1127 82.5 69.2 1. 10 647 521 83.2 71. 5 1. 09 237 184 85.1 75.6 1. 08 115 81 86.8 77.9 
20 1002 908 87.1 75.5 1. 10 479 445 88.5 75.8 1. 08 166 151 89.1 79.4 1. 07 80 70 91. 9 80.9 
25 735 853 90.5 77.4 0.89 318 382 91. 4 77.4 0.81 127 143 80.5 0.75 53 65 93.5 82.3 
30 335 648 95.7 82.5 0.61 137 298 96.5 87.5 0.44 47 89 96.5 89.6 0.42 27 44 97.0 95.6 
n{"¥ ~伴
2.08 
1. 19 
1. 07 
1. 05 
1. 04 
0.54 
0.39 
通算
むb』J 
時匝
4 
第 5号 中村:河7k，海水，下水，尿尿に於ける B.O.D.とC.O.D.との関係について ー 1495ー 
図 20. 脱離液を 300C瞬卵器内に放置した場合の B.O. D.とC.O.D.またB.O.D.と C. 
B.O.D.とC.O.D.の比較 O.D.の減少率，Bje=rの値は 5日目に
p‘p.m. は未稀釈では 3606p.p.m.，2885 p.p.m.， 
53.2%，21.0%，1.52，2倍稀釈では 1703p， 
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4000 	 232 p.p.m.，56.9%，31.0%，1.25となり 15
日目の結果をみると，未稀釈では 1856p.p. 
m.，1491 p.p.m.，76.0%，59.4%，1.24， 2 
倍稀釈では 897p.p.m.，645 p.p.m.，76.7 
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回数 釈では 169p.p.m.，129 p.p.m.， 80.4%， 
72.1%，1.08となってし、るが， 30日目には図 21. 脱離液を 370Cy降、卵器内に放置した場合の 
B.O.D.とC.O.D.の比較 未稀釈では 648p.p.m.，91.3 p.p.m.，91.6 z J 1
%， 75.1%，0.89，2倍稀釈では 264p.p.m.， 
430 p.p.m.，926%，76.1%，0.73，5倍稀釈
では 82p.p.m.，92 p.p.m.，81.4%，93.8%， 
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=C.O.D. 94.1%，87.0%，0.61となっている。之に対 
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10倍稀釈 して 370Cの保存の場合には 5日自には未
稀釈では 2832p.p.m.，2690 p.p.m.，63.5 
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D.を縦軸に B.O.D.をとって相関図を作ると生尿
尿(図 18)，脱離液(図 19)とも推計学的に 1%の
危険率で相関が成立し夫々の回帰直線を最小自乗法
によって求めてみると，生保尿の場合では y= 
1.61 x+4519.15脱離液の場合には y =1.82 x+ 
273.43で示された。温度条件及び稀釈度を異にした
脱離液の実験成績は表 5~6， 図 20~21 に示す通り
である。
府卵器内放置前の生原尿を約6時間室温に放置
し，分離したその上澄液について測定したB.O.D.
及び C.O.D.とBjC =r'の値は未稀釈では 7745 
p.p.m.，3680 p.p.m.，2.39， 2倍稀釈したものは 
3752 p.p.tn.，1801 p.p.m.，2.14，5倍稀釈では 1531 
p.p.m.，711 p.p.m.，2.11，10倍稀釈では 764p.p. 
m.，338 p.p.m.，2.08となっている。これを 300C，
及び 370Cの鱒卵器内に入れる前の値と， .y昨卵器内
に放置後の値とを夫々比較すると， 300Cの場合の
15日目の成績は未稀釈で 1352p.p.m.，1127 p.p.m.， 
82.5%，69.2%，1.10，2倍稀釈で 642p.p.m.，521 p. 
p.m.，83.2%，71.5%，1.09， 5倍稀釈では 237p.p. 
m.，184 p.p.m.，85.1%，75.6%，1.08，10倍稀釈で
は 115p.p.m.，81 p.p.m.，86.8%，77.9%，1.05とな
り，最終観察日には未稀釈では 335p.p.m.，648 p.p. 
m.，95.7%，82.5%，0.61，2倍稀釈では 137p.p.m.， 
128 p.p.m.，96.5%，87.5%，0.44， 5倍稀釈では 47 
p.p.m.，89 p.p.m.，96.5%，89.6%，0.42，10倍稀釈
では 27p.p.m.，44 p.p.m.，97.0%. 95.6%，0.39とな
った。即ち， 300C及び 370Cの場合でも日時の経過
と共に C.O.D.及び C.O.D.は5日自に著明に減
少し瞬卵前の値に比し 13以下となり，且つ 370C保
存試料の方が 300C保存試料よりも下廻りた値を示
し， 5日目以後は両者とも多少のずれをもちつ、ふ階
段状乃至線状に減少してしる。 C.O.D.はB.O.D.
に比し 5日固に著明な減少は示さなかったが日時の
.:r- 三士-1496- 千 ~ 会 雑 ロ'JD、	 第 34巻
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図 23. 脱離液を 370Cy昨卵器内に放置した場合
の B.O.D.とC.O.D.の相関
7∞o 	 。原液ぞのま hのもの2倍稀釈したもの 。 
ロ 5倍稀釈したもの
A 10倍目釈したもの
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B.O.D.とC.O.D.に達してし、る。また B/C= r 
の値も 300Cのものよりも 370Cの方が小となり，且
つ稀釈度が高まるに従い，更に小となっている。相
関については，萩原は水槽便所廃71'てから C.O.D.= 
1.432 C. O. D.1.18なる相関式を求めている。本実
験に於て脱離液を用し、て相関を求めた結果では危険
率 1%で 300C保存試料に於いては y =2.45x+ 
1262.02，危険率 1%で， 370C保存試料にては y= 
1.77x+315.01と回帰直線が求められた。相関が成
立したことは RO.D.値と C.O.D.値との聞に有
機物質の性質が類似している結果と思われる。
経過と共に B.O.D.と平行してほど均等な差を保
持しつ L下降している。 300C保存試料の C.O.D. 
の値と比較すると 370C保存試料の方が柏、々低値を
示している。 B.O.D.とC.O. D.は稀釈度が高く
なるに従い，之と比例してB.O.D.及び C.O.D.
は減少し且つ大きく早く最小 B.O.D.及び C.O. 
D.に達する。 B.O.D.及び C.O.D.の減少率は共
に 370C保存によるものの方が， 300C保存のものよ
りも大で， B/C = rの値も 370Cの方が小となり稀
釈度が高まるに従し、小さくなっている。 300C保存試
料の B.O.D.とC.O.D.との相関及び 370C保存
試料に於ける B.O.D.とC.O.D.との相関を求め
ると夫れも推計学的に危険率 1%で一定の相関とな
図 2. 脱離液を 300C贈卵器内に放置した場合
の B.O.D.とC.O.D.の相関
。
7000 	 。原液そのま hのもの
 
x 2倍稀釈したもの

ロ5倍稀釈したもの 
り，最小自乗法によって回帰直線を求めると， 300C 
の場合には y =2.45x+1262.02となり 370Cの場
合には y= 1.77x+315.01で示された。図 22は 
300Cに於ける B.O.D.とC.O.D.の相関図で，図 
23は370Cに於ける相関図である。 この両相関図を
見ると稀釈倍数が大になるに従い， B. O. D.及び 
C.O.D.の値は求めた回帰直線に急激に近づく傾向
にある。 
c. 小括並びに者察
生原尿及び脱離液の個々の試料に於ける成績につ
いて考察すると，稀釈度が高まるに従い，これと比
例して B.O.D.及び C.O.D.は柏、々下廻った値で
減少している。これは稀釈度が高くなるに従ぃ，最
初の生物数が減ずることと，稀釈試料中の生物化学
的酸化が進展するに従ぃ，生物に利用されるべき栄
養物質の量が減少する結果と考えられる。相関関係
を求めた結果，生尿尿，脱離液とも推計学的に危険
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水底面のB.O. D.に比較して高値を示し， C.O. (日目28.6) 
D.を見ると，干満時に水底面の方が水表面に比し 5. :グ B.O.D.に及ぼす海水の影響;国立
7 C 。32.日目 て C.O.D.はイ底値で、あった。極少量の降雨では B. 公衆衛生院研究報告， 6，1， 
O.D.と C.O.D.は低下L，中量の降雨は高くな
り，連日的降雨の場合には B.O.D.とC.O.D.は
共に低値を示す様である。 
2. 	 海水は河川水と同様，満潮時より干潮時に
B.O.D.及び C.O.D.共に高値であった。 
3. 	 室温に放置した下水そのま与と，同一戸料を 
2倍稀釈した場合に於ける進展状況の比較は日時の 
経過につれて B.O.D.とC.O.D.及びその減少
率， B/C =rの値は後者の方が著明で、あった。 
4. 個々の生尿尿及び脱離液の稀釈度との関係は
稀釈倍数に比例して B.O.D.及び C.O.D.は稀釈
度より柏、々下廻った値で漸次低値を示している。 
5. 同一試料の脱離液を 300C，370Cの瞬卵器内
に放置し一且つ稀釈した場合の進展状況を比較観察し
た結果， 300C保存試料よりも 370C保存試料のB. 
O.D.及び C.-O.D.の減少は早く低値となってい
る。 
6. 上記の河川水，海水，下水，尿尿等の相関を
求めた結果で、は， B.O.D.と C.O.，D.間に夫れも
推計学的に一定した相関が成立した。このことは過
マンガン酸加里を用いる化学的酸化に依る値と B. 
O.D.値の間にも有機物質の性質が類似している場
合には相関が得られるものと思考する。
木稿を終るに臨み，本研究に当って終始御懇
篤なる御指導と御校聞を賜わったJ恩師谷川教授
に衷心より感謝致します。叉，御援助下さった
教室員諸氏に謝意を表します。
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